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【削減状況の自己評価】
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工場等の名称
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対象事業の名称

基準年度

（該当事業者のみ記入）

30 ）年度

ベンチマーク指標

新見市クリーンセンター

馬塚浄水場

　二酸化炭素排出量については、前年度比541ｔCO2（2％）の増加となった。
　これは、H30年7月豪雨及び台風第24号豪雨の対応業務により、各施設での電気使用量が増加したことが主な
原因と考えられる。
　主な施設で見ると、①新見市クリーンセンターにおいて、二酸化炭素排出量が前年度比1%増となっていて、
災害ごみの処理による増加が原因と考えられる。一方で、上記施設のうち、残りの５施設においては、前年度
比平均5%減少しているため、温室効果ガス排出量の削減は進んでいるものと考えている。
　引き続き庁舎設備の更新やデマンド管理を行うなどして、温室効果ガス排出量の低減を図る。
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新見市クリーンセンター

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
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②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上
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③ げんき広場にいみ 新見市上市１５－１

新見市
718-8501

業種名：地方公務

地方行政　職員数５１１人（平成３０年度）

③ げんき広場にいみ
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新見市金谷２５３
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千屋温泉いぶきの里 新見市千屋花見１３３６－５

馬塚浄水場
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【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

県内で
の取組

（平成３０年度実施分）
・ＯＡ機器の節電とこまめな消灯を徹底。
・空調機器の温度管理を徹底。

・古い箇所を中心に、照明をFL・HF管からLEDに、空調はトップランナー機
器へ更新し、エネルギー効率の向上及び省エネルギー化を図る。

（今後実施予定分）
・引き続き照明のLED化を推進し、エネルギー効率の向上を図る。
・職員の省エネに対する意識付けを行い、節電を徹底することにより省エネ
ルギー化を図る。
上記により、令和元年度の温室効果ガス排出量を、平成３０年度と比較して
約1%減/年とすることで、目標削減率達成を目指す。

工場等の名称

総務部長（エネルギー管理統括者）を委員長とし、関係各課１０名の委員で組織する「新見市エネルギー管理
委員会」を組織している。

【推進体制】

県内で
の取組

　 無

　 無

　 無

実施した措置及び今後の取組の内容

全庁舎

本庁舎

全庁舎

　 無

その他

その他

・冷暖房設備の使用電力量低減のため、クールビズ・ウォームビズを実施。
・照明設備の点灯箇所の削減及び、センサー化を行った。
・節電、ノーマイカーデーの取組を啓発し、平成２４年度から県下統一に加え、市職員を対象としたノーマイ
カーデーを実施し、自動車燃料の削減を図っている。


